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自分で 
作れる 



用意するもの 

①フリーソフト「MANDARA」 

http://ktgis.net/mandara/ 

②Google Earth 

http://www.google.co.jp/intl/ja/earth/ 

 

③国土交通省「国土数値情報」より 

“浸水想定区域図”データ 

http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-
A31.html 
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１．データのダウンロード 

①国土数値情報の「浸水想定区域図」から 

描きたい地域のデータ（都道府県別）をダウン
ロードします。 

 



②アンケートに答えてダウンロードし、 

デスクトップ等、分かりやすい場所に 

解凍します（フォルダ名はわかりやすい名
前でOKです） 

こんなファイル
が入っています 



２．MANDARAでの展開 

①MANDARAを立ち上げます。 

シェープファイル 
読み込みを選択 



②ダウンロードした 
シェープファイルを読み込みます 



取り込まれた（だけの）状態 



③MANDARA用地図ファイルの作成 

(1)「編集」→「マップエディタ」を選択します。 

よろしいです 



マップエディタ画面 



適当な名前を付けて 
「MANDARA用地図ファイル」 
を作成・保存します。 



保存ができたら、「マップエディタ」を 
閉じてMANDARAメイン画面に戻ります 

すべてが 
消えてますが 
ご心配なく 



３．MANDARAでの再読み込みと 
データの切り出し 

①先ほどのシェープファイルを再び 

  MANDARAに読み込みます。 

「ファイル」→「シェープファイル」 

「シェープファイル読み込み」 



「編集」→「クリップボードにデータのコピー」 
を選択 

Excelに貼り付けます 



All静岡県のデータ 
⇒必要な地域（流域）のデータへ  
 の切りだしをします。 
 先ほどダウンロードしたファイルの中の 
「属性テキストファイル」フォルダ開きます 



データの説明文をざっと見ながら、目的と
するデータのコード番号を探します 

潤井川は 
コードNo.22005だ！ 



EXCELのフィルタ機能等を使って必要な 
コード番号のデータのみを抽出します。 



抽出されたデータをコピーして 
隣のシートに貼り付けます 

（上から５～６行開けておきます） 



もとのシートに戻り、フィルタを 
解除した上で、データの上の「タグ」 

をコピーして、抽出データの上に貼り
付けます。 

Sｈeet1 

Sheet2 



タグを貼りつけたら、表全体を選択して
「コピー」します。 



MANDARAに戻り、「ファイル」 
⇒「クリップボードからデータ読み込み」 
を選択します。 



対応するファイルがないぞ！ 
と言われても慌てずに。 



先ほど「マップエディタ」で 
仕込んでおいたファイルを使います。 



読み込めたところで 
「MANDARA作業ファイル」として保存
しておきましょう。 

「名前を付けて保存」 



４．塗り分け地図の作成 
浸水域と想定浸水深が入っているのは 

「１．A31_001」のカテゴリです。何をいじらず
に「描画開始」をすると、こんな感じになります。 

【重要】 
 塗り分けの数字を見てください。 
10番台（11～15）ならば5段階 
20番台（21～27）ならば7段階 
に区分されています 



このデータは5段階なので、 
「分割数」を６にして、以下のように 

塗り分けを設定します。 



描画できました。 



http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/codelist/WaterDepthCd.html 
 

凡例コードは国土数値情報のサイトに載っています。 

市域・流域によって
選択する段階値が
違うので注意！ 
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５．Google Earthへ 
MANDARA⇒Google Earth機能を使って 

水深がわかる状態でkmlファイルを作成します。 

①描画画面から 

「ファイル」→「ｋｍｌ形式で保存」を選びます。 



Ｋｍｌファイルの設定をします 

①まず、名前を 
つけます 



Ｋｍｌファイルの設定をします 

②地面からの高さ 
（0.0003㎞＝３ｍ） 
後でGoogle Earth
上で調整します 



Ｋｍｌファイルの設定をします 

③ここは 
外します。 



６．Google Earth上での調整 

さあ、もう一息です。 



①凡例の設定 

ここをクリックして 
凡例を展開します 



「１１未満」 
は該当がないので 
削除します 



「１１≦ｘ＜１２ 
を選び、右クリック 
して「プロパティ」 
を開きます 



まず、凡例の名前を変えましょう 

カテゴリ No.１１ 
＝０～０．５m未満 

（5段階） 



「スタイル」から色を変えることもできます。 



「標高」で、正しい水深を設定しましょう。 

このチェックは 
はずしたほうがよい 



一見分かりませんが、水深の分だけ、地上からレイヤが
浮いています。「ストリートビュー」で確認してみましょう 



最低表示が地面から１ｍなので、現実とはちょっと違
いますが、（青も緑も１ｍ）「浸水するな」という事はわ
かるのではないかと思います。 



おしまい 

MANDARAによる「地理院地図」との重ねあわせ 


